
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

研究会の提言に基づき継続して覆土地への植樹を行う。（１回）
植樹等の影響を調べるため水質調査を行う。（計10回）

Ｈ26 H27
目標

H25末
（実績） 目標 成果 達成状況

1

10

合計 271 84

1 1 達成

達成10 10 10

271

須高地区の休廃止鉱山による鉱害及び危害を防止するため、整形覆土や緑化等の対策工事を行い、自然及び生活環境の保全を図る。

S56～H8に覆土等の工事を行い、土壌浸食防止等の効果が得られた。
H15～H17に設けられた『休廃止鉱山緑化維持研究会』の提言を受けて、小串、横手山、米子の3鉱山の覆土地について表層滑落防止の
ための植樹を行うことにより土地の安定対策を講じている。
H3から鉱山周辺の水質調査を行い、水質状況の把握に努めている。

成果目標の達成状況

項目

植樹の実施（回）

水質調査の実施（回）

事業番号 06 04 13 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 休廃止鉱山鉱害防止対策事業 担
当
課

部局 産業労働部

　　　１　　水・大気環境の保全 実施期間 S56 ～

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

鉱害防止対策の義務者である事業者が不在であるため、地方公共団体が当事業を行う必要があ
る。また、地域が広域に及ぶため県が行う。

課・室 ものづくり振興課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail mono@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
３－２　豊かな自然環境の保全

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 検討中

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績
H26 H27

（当初） （決算） （当初）

緑化推進事業の実施 直接

鉱山跡地の覆土地への植樹
　（３年周期で実施。Ｈ２６は横手山鉱山で実施。）
鉱山跡地の水質調査
　（計10回のサンプルを採取し調査を実施。）

271 84 271

239 271 271

合計（A) 265 271
1

26年度 27年度

当初予算 265

補正予算

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

Aの
財源

239 271

概　算
人件費

0.08 0.08 0.08 0.08

661

155 167 84

661

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

引き続き、覆土地への植樹及び鉱山周辺の水質調査を実施し、鉱害防止対策の推進を図る。

目標に対
する成果
の状況

植樹、水質調査とも目標を達成している。

 概算事業費（B（A）+C） 816 828 745 932

661 661

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

265 239 271 271


